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1 出雲 05 児童・

家庭施策
03 里親制
度

里親制度の普及啓
発と里親の活用に
ついて

　子どもを取り巻く環境は近年ますます厳しさを増し、虐待や貧困等の理
由により保護を必要とする子どもの数は増え続けています。
　私たち里親はこのような子ども達を家庭に迎え入れ、愛情を込めて養育
をするよう努めていますが、実際に里親家庭で生活している子どもの数は
少なく、要保護児童の多くは施設で暮らしているのが現状です。
　島根県においても、里親委託児童数を今後増やしていく具体的な計画が
今年３月に示されており、そのためには多くの子どもが里親家庭で暮らす
ことができるよう里親を増やす必要があると考えています。
　また、里親へ子どもをあずけることは、養子縁組や長期の養育のイメー
ジが強いかもしれませんが、親の病気等で一時的に養育者がいない場合
や、普段は施設で生活している子どもが、家庭生活体験をするために月１
回程度里親宅へ泊まりに来るなど、様々な養育の手伝いをすることも里親
の役割と思っています。
　地域の皆さんにはもっと里親を身近な存在に感じていただき、里親制度
についてもっと知っていただくために、集会や研修会等の折にはお声がけ
いただけると喜びます。

　出雲地区里親会の皆様には、児童の養育並びに里親制度の普及啓発活動
にご協力いただきありがとうございます。
　県では、里親について県民の皆様にもっと知っていただくため、テレ
ビ、ラジオ、新聞等での広報や街頭でのチラシ配布、出前講座などを行っ
ております。
　より身近に里親を知っていただくために、実際に養育していらっしゃる
里親の皆様に養育体験などをお話しいただくことは大変有意義だと考えて
おります。
　県といたしましても、公民館や地区の集会等で里親について説明する機
会をつくっていただくよう市町村等に働きかけていきますので引き続きご
協力をお願いします。

　民生児童委員協議会研修会や人権教育研修会、その
他各地の様々な研修会等おいて里親制度についての説
明を行いました。県が行っている「しまね出前講座」
などを通じて、里親制度への理解が深まるよう普及啓
発活動に取り組むとともに、引き続き、公民館や地区
の集会等で里親について説明できる機会をつくってい
ただくよう市町村等に働きかけていきます。
　

青少年家庭
課

出雲地区里親会 8月21日
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